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新型コロナウイルス感染症  

感染拡大防止のための活動報告№10 

 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、このまま冬の感染症シーズン

にそのまま突入するような状況になってきました。しかし婦人会では、COVID-

19と上手に付き合うためにさまざまな活動を続けています。 

そこで、新しい生活様式のために取り組む婦人会活動を紹介いたします。 

 

＜富山県結核予防婦人会＞ 

 富山県では、県下の婦人会でマスクを作成したり、フェイスシールドを作成し

たりするなど、自分たちの手でできる感染予防活動を実施しました。 

 その中から、一部を報告します。 

まず、地域女性ネット高岡では、高岡市のマスコットキャラクター「利長くん」

の絵柄の入ったマスクを婦人会員が手縫いして作成しました（写真 1、２）。 

また、小矢部市連合婦人会では、6 月 21 日にフェイスシールドの簡単な作

り方を学び、自分たちで作れるようになりました（写真 3）。 

なお、現在でも感染拡大は地域差が激しいですが、引き続き注意する必要があ

ることから、富山県婦人会では、研修会を実施予定です（資料１ 要綱案）。マ

スクと上手につきあう方法や免疫力アップのヨガの実践、そして「With コロナ

の時代を生きる（仮）」をテーマに講演会を９月に予定しています。さらに、12

月には、第 11回「絆（きずな）～活動と交流のつどい～」も開催します（資料

２ 要項案）。新型コロナウイルスの脅威にさらされた 1年でしたが、思い思い

に活動し、そのなかで考え、経験してきたことをこれから活動に生かす予定です。 
 

     

 

写真 1 地域女性ネット高岡のメンバーは、6月 27日にマスク作りを行いました 
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写真２ 密にならないよう同じ方向を向いて、マスク着用で黙々と作業しました 

 

写真３ 手作りのフェイスシールド（小矢部市連合婦人会提供） 

 

  

 

  

資料１ 令和 2年度富山県婦人会地域間交流事業 
    開催要項 

資料２ 第 11回「絆～活動と交流のつどい～」 
    開催要領 

ソフトタイプのクリアファイル 

に黒マジックで描いた顔面を覆 

うサイズの半円変型を切り取り、 

マスク紐を通す３（耳のような） 

の形をしたラインに切り込みを 

２カ所入れて広げると完成です。 

左右 2 カ所ずつ切れ込みがある 

ので、顔のサイズが大きい方に 

も小さい方にも使える優れもの 

です。 


